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令和７年度第２回千葉市社会福祉審議会 

高齢者福祉・介護保険専門分科会 議事録 

 

１ 日時： 令和８年３月１８日（水） 午後７時００分～午後８時２０分 

 

２ 場所： 千葉市役所高層棟２階 ＸＬ２０１・２０２会議室 

 

３ 出席委員 

（１）委員 

三田寺裕治委員、植草毅委員、合江みゆき委員、島田晴美委員、清水節雄委員、 

武村潤一委員、初芝勤委員、福田雄三委員、和田浩明委員、金子恵子委員、 

岡田法子委員、谷村夏子委員、原田克己委員、矢島陽一委員 

【定員２０名中１４名出席】 

 

（２）事務局 

髙石高齢障害部長、白井健康福祉部長、和田高齢福祉課長、上原介護保険管理課長、 

渡邊介護保険事業課長、中田地域福祉課長、渡辺地域包括ケア推進課長、 

久保田在宅医療・介護連携支援センター所長、 

亀井健康推進課長、他担当職員等 

 

（３）傍聴者 

０人 

 

４ 議題 

（１）第１０期計画策定に係る調査報告＜速報＞について 

（２）第１０期計画策定に係る調査に対する意見と反映状況について 

（３）第１０期計画策定について 

（４）介護人材確保の取組みについて  

 

５ 議事の概要 

（１） 「資料１－１」「資料１－２」に基づき、事務局の説明後、質疑を行った。 

（２） 「資料２」に基づき、事務局の説明後、質疑を行った。 

（３） 「資料３」に基づき、事務局の説明後、質疑を行った。 

（４） 「資料４」に基づき、事務局の説明後、質疑を行った。 

 

６ 会議の経過 

【小室補佐】 

定刻となりましたので、ただいまから、「令和７年度第２回千葉市社会福祉審議会高齢者福祉・

介護保険専門分科会」を開会させていただきます。 
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委員の皆様におかれましては、大変お忙しいところ、ご出席いただきましてありがとうござい

ます。本日の司会を務めさせていただきます介護保険管理課の小室と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

本日、委員総数２０名のうち半数を超える１４名の方にご出席いただいておりますので、千葉

市社会福祉審議会条例の規定により会議は成立しておりますことをご報告いたします。 

また、本日の会議は、千葉市情報公開条例第２５条の規定により、会議を公開し傍聴を認めて

おりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

それでは、議事に入ります前に、お手元の配布資料の確認をお願いします。まず、上から次第、

委員名簿、席次表、続いて、会議資料が１－１から４なっております。 

資料に不足等がございましたら、お申し付けください。よろしいでしょうか。 

それでは、会議に先立ちまして、高齢障害部長の髙石よりご挨拶申し上げます。 

 

【髙石高齢障害部長】 

皆さん、こんばんは。高齢障害部長の髙石でございます。 

開会にあたりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

本日は大変お忙しい中、また夜分にも関わらず、本会議にご出席いただきまして、誠にありが

とうございます。 

委員の皆様方には日頃より本市の保健福祉行政はもとより、市政に多大なるご支援、ご協力を

賜りますこと、この場をお借りいたしまして、改めて、御礼申し上げます。 

昨日、市議会が閉会をいたしまして、新年度予算の議決をいただいたところでございます。来

年度につきましては、認知症の方やその家族の外出への不安を軽減し、安心して外出や社会参加

ができるよう、損害賠償責任が生じた場合に補償する仕組みを創設する他、増加する後期高齢者

や、要支援者などの多様化するニーズに適切に対応するため、あんしんケアセンターの専門職を

増員いたします。 

一方、人生１００年時代を迎えた現在、介護は医療を含め、高齢者に高齢者施策に係る費用が

増大をしていることから、事業目的や効果を検証するとともに、一定の負担もお願いしながら、

持続可能な制度設計に取り組んで参ります。 

また、来年度は３年に１度の計画策定年度でございますので、例年以上に委員の皆様方のお力

添えをいただくことと存じますけれども、何卒ご理解、ご協力を賜りますよう、重ねてお願い申

し上げます。 

本日は、高齢者保健福祉推進計画、第１０期介護保険事業計画の策定に向けて実施をいたしま

した実態調査の速報をお伝えするとともに、介護人材の確保の取り組み状況についてご報告をさ

せていただきます。 

委員の皆様には、忌憚のないご意見等を賜りますようお願い申し上げまして、簡単ではござい

ますが、開会の挨拶とさせていただきます。 

 

【小室補佐】 

続きまして、本日は、初めて本会議に参加されます委員の方をご紹介させていただきます。恐

れ入りますが、お名前をお呼びいたしましたら、その場でご起立をお願いいたします。 
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原田 克己委員。 

ありがとうございました。 

事務局職員につきましては、時間の都合上、お手元にお配りしてございます席次表にて、紹介に

替えさせていただきます。 

では、今後の議事進行は、三田寺会長にお願いすることといたします。それでは、よろしくお願

いいたします。 

 

（１）第１０期計画策定に係る調査報告＜速報＞について 

（２）第１０期計画策定に係る調査に対する意見と反映状況について 

【三田寺会長】 

それでは、議事に入らせていただきます。 

まず、議題１「第１０期計画策定に係る調査報告＜速報＞について」及び議題２「第１０期計画

策定に係る調査に対する意見と反映状況について」につきまして、事務局から説明をお願いします。 

 

【和田高齢福祉課長】 

高齢福祉課長の和田でございます。 

議題１と２につきましては関連がございますので、一括して説明いたします。 

該当する資料は、資料１－１、資料１－２と資料２の３つとなります。 

まずは、資料１－１に基づき、標記の調査の結果について速報の内容を説明いたします。こちら

の資料は、すべての調査項目の中から一部を抜粋して掲載しております。 

１ページ目をご覧ください。今回行った調査の概要を示しています。 

老人福祉法及び介護保険法に基づき、３年を１期とする次期「千葉市高齢者保健福祉推進計画（第

１0期介護保険事業計画）」の策定にあたり、市民の高齢社会についての意識・生活状況、介護予防

及び介護に対する考え方などを把握することで、市の施策の基礎資料とすることを目的に調査を実

施いたしました。 

調査内容ですが、「２．調査概要」に記載の４つの調査を行いました。 

まず、「（１）介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」でございます。 

こちらは、国の指針に基づいて実施しているものであり、要介護状態になる前の高齢者のリスク

や社会参加の状況を把握することで、地域の抱える課題を見出し、要支援者及び元気高齢者向け事

業等の策定・評価に活用するために実施いたしました。 

調査対象者は、在宅の高齢者及び要支援１・２の方となっております。回収結果等につきまして

は、記載のとおりでございます。 

続きまして、「（２）ケアラー調査」でございます。 

こちらは、千葉市独自で実施している調査で、３年前の前回調査で初めて実施したものです。 

介護者の介護に対する意識等を調査し、高齢者の意識等と比較することにより、地域の抱える課

題を見出し、介護者支援、ケアラー支援の施策検討に活用することを目的として実施いたしました。 

調査対象者は、要介護１から５の認定を受けている在宅高齢者の介護者となっております。 

回収結果等は、記載のとおりでございます。 

続きまして、２ページをご覧ください。 
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「（３）在宅介護実態調査」についてですが、国の指針に沿って実施しているもので、介護者の就

労継続や在宅生活の継続に効果的なサービス利用等の把握・分析を行い、介護サービスに関するニ

ーズ等を把握することを目的としております。 

調査対象者は、在宅の要支援・要介護認定者のうち、更新申請・区分変更申請に伴う認定調査を

受ける方となっております。 

回収結果等については、記載のとおりです。 

 最後に、「（４）介護保険事業所向けアンケート調査」でございます。 

 こちらも千葉市独自の調査で、市内の介護保険事業所に対してアンケート調査を行い、サービ

ス提供にかかるニーズ等を把握することを目的に実施いたしました。 

回収結果等は記載のとおりです。 

 調査結果の詳細につきましては、時間の都合上、要点を絞ってご説明させていただきたいと思

います。 

３ページをご覧ください。 

初めに、「介護予防・日常生活圏域ニーズ調査」における、活動状態別の４類型について説明させ

ていただきます。 

この調査は、元気高齢者あるいは要介護度の低い方を対象としており、介護予防・フレイル対策

等へとつなげていくための基礎調査として位置づけられております。そこで、高齢者をアウトドア

派・外交的、アウトドア派・内向的など、活動状態別に４つの分類に分け、生活機能のリスクを把握

する項目とのクロス集計を行いました。 

この４つの分類については、資料の中ほどにあります問２の（６）「週に１回以上は外出していま

すか」という質問と、その下の問５の（５）「健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行って、い

きいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加者として参加してみたいと思い

ますか」という二つの質問にどのように答えるか、を軸に分類しております。ページの下のほうに

記載しておりますとおり、週に２回以上外出している方をアウトドア派、逆にそうでない方はイン

ドア派としています。また、地域づくり活動や趣味等のグループ活動に参加者として参加してみた

いと思うか、という質問に、参加の意思を示した方を外交的、そうでない方を内向的と分けていま

す。こちらの４分類については、これからご説明する調査結果の中でも出てまいります。 

それでは、調査結果の詳細についてご説明いたします。 

８ページをご覧ください。 

 「毎日の生活について、生きがいはありますか」という質問に対して、生きがいありと答えた

方は全体で４９％でした。 

一番下の表にあります、活動状態別の４つの分類の傾向を見ますと、アウトドア派・外交的な方

は、６０．１％の方が生きがいありと回答しております。一方、アウトドア派・内向的の方は４５．

２％、インドア派・外向的の方は３９．２％、インドア派・内向的の方は３１．６％となっておりま

す。 

この結果から、活動状態が生きがいに大きく影響していることがうかがえます。 

続きまして、１４ページをお願いいたします。 

「現在の健康状態はいかがですか」という質問に対して、「とてもよい」、「まあよい」と答えた方

の合計は、全体で６４．８％でした。 
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グラフの下の活動状態別の表を見ていただきますと、こちらの項目でも、活動状態によって健康

状態の認識に大きな差があることがわかります。 

次に、１７ページをお願いいたします。 

「将来、病気や日常生活動作等の低下によって、医療や介護が必要になったとき、どのような場

所で生活や療養をしたいと思いますか」という質問に対し、「できるだけ自宅で暮らし続けたい」と

答えた方の割合は７０．３％でした。住み慣れた自宅で暮らし続けたいという要望は非常に強いと

いうことがうかがえます。 

続きまして、「ケアラー調査」の説明をいたします。２１ページをご覧ください。 

ケアラーという言葉の認知度ですが、「あなたは、ケアラーという言葉を知っていますか」という

質問に対し、「知っている」と回答した方の割合は、６３．１％でした。前回の調査では５３．４％

でしたので、認知度が上がっていることがうかがえます。 

また、回答につきましては、ケアラーと本人の関係性別についても把握しており、妻、夫、息子、

娘、その他に分けてページ下の表に掲載しています。ケアラーという言葉の認知度は、特に妻と娘

が高い結果となっています。 

続いて、２５ページをお願いいたします。 

ケアラーが介護・介助している具体的な内容についてお聞きしました。 

一番多い回答が、「家事援助（買い物、料理、洗濯、掃除など）」、二番目が「通院の援助」、三番目

が「日常生活の介護・介助（食事、洗面、排せつ、着替え、入浴など）」となっております。やはり、

生活を支える日常的な行動についての支援を行っているということが分かります。 

次に、２７ページと２８ページをお願いいたします。こちらの２ページの設問は対になっており

ます。 

「自宅で、家族以外から支援を受ける訪問介護などのサービスを利用することについて、どのよ

うに考えていますか」という設問について、ケアラーの回答が２７ページ、介護を受けている本人

の回答が２８ページに載っております。 

２７ページのケアラーの方の「サービス利用に抵抗はない」という回答が６３．８％であるのに

対し、２８ページの介護を受けているご本人の回答は５０．２％でした。ご家族と比べ、ご本人の

ほうがサービス利用に抵抗があるという傾向が出ております。 

続きまして、２９ページをご覧ください。 

ケアラーに対し、「現在、または将来、病気や運動筋力の低下などによって医療や介護が必要にな

ったとき、どのような場所で生活や療養をしてもらいたいと思いますか」という質問をしています。 

３１ページに、同じ質問を、介護を受けているご本人に聞いた回答が載っております。 

「できるだけ自宅で暮らし続けてほしい」「できるだけ自宅で暮らし続けたい」という回答を比較

いたしますと、２９ページのケアラーの方の回答は、４６．６％であるのに対し、３１ページの介

護を受けているご本人の回答は、６１．４％となっております。住み慣れた場所で暮らし続けたい

と考える方が、ケアラーよりご本人に多いということが表れています。 

続いて、３３ページをご覧ください。 

ケアラーの健康状態について、「介護・介助することで、あなたの健康状態に、次のようなことは

ありますか」という質問をしております。 

「疲れがとれない」、「精神的不調」、「睡眠不足」など、ケアラーの方が様々な不調を抱えている
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ことがうかがえます。 

次に、３８ページをご覧ください。 

「あなたや介護・介助している方を支えるためには、どのようなことが必要だと思いますか」と

いう質問に対し、「緊急時でも安心して預かってくれる場所」が６０．７％で一番多くなっており、

ケアラー自身に何かあったときの対応についての不安が大きいことがうかがえます。 

続きまして、３つ目の調査であります「在宅介護実態調査」の説明をさせていただきます。４１

ページをご覧ください。 

「ご家族やご親族の中で、ご本人（認定調査対象者）の介護を主な理由として、過去１年の間に

仕事を辞めた方はいますか」という質問です。 

「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」と答えた方が８２．４％となっております。

前回の結果が８０．４％なので、あまり変化はありませんでした。 

続いて４６ページをお願いいたします。 

こちらは、「フルタイムで働いている」、「パートタイムで働いている」と回答した方に、「今後も

働きながら介護を続けていけそうですか」という質問をいたしました。 

「問題はあるが、何とか続けていける」と回答した方の割合が最も多く、４２．７％でした。 

先ほど、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない」とお答えになかった方が８割以上いる

と申し上げたところですが、問題を抱えながらも何とか続けている方がいらっしゃる状況がうかが

えます。 

資料のページが前後して恐縮ですが、４５ページの下の表をご覧いただきたいのですが、今後に

おける仕事と介護の両立の可否別に見ますと、「問題なく、続けていける」と回答した方の７割近く

は、「働き方の調整等は特に行っていない」と回答しています。一方、「問題はあるが、何とか続けて

いける」と回答した方では、「働き方の調整等は特に行っていない」と「介護のために労働時間を調

整（残業免除、短時間勤務、遅出・早帰・中抜け等）をしながら働いている」という回答が３４％で

同じ割合でした。介護のために「休暇（年休や介護休暇等）を取りながら働いている」という回答も

約２６％あり、何らかの仕事の調整を行っている割合が高いことが分かります。 

 

次に、４つ目の調査であります「介護保険事業所向けアンケート調査」の説明をさせていただき

ます。５０ページをお願いいたします。 

介護サービスに従事する方のうち、訪問介護サービスを行う訪問介護員、いわゆるホームヘルパ

ーの方の雇用状況をお聞きしています。表の「現状と理想とする従業員数の平均の差」という欄、

小さい字で恐縮ですがアルファベットで（Ｃ）と書いてある列のところをご覧ください。こちらは

実際に従事している従事者数と、理想的な従事者数の乖離を示したもので、マイナスが大きいほど、

理想とする従業員数に届いていないということになります。 

訪問介護サービスのある２種類のサービスの合計で－３．１５人となっており、前回は－５．５

５人でした。この結果から、事業所の感覚としては、理想と現実の従業員数の乖離は縮まっている

と考えられます。しかし、数値としては依然としてマイナスでございますので、人員の不足が慢性

的に続いているということがうかがえます。 

続きまして、５２ページをお願いいたします。 

こちらは、施設や通所サービス等で働いている介護職員についてです。同じように、「現状と理想
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とする従業員数の平均の差」の（Ｃ）の欄をご覧いただきますと、－１．６８人となっております。

前回は－１．４２人であったことから、少し差が広がっております。 

続きまして、５３ページの看護職員について説明いたします。 

同じく「現状と理想とする従業員数の平均の差」の（Ｃ）の欄をご覧いただきますと、－０．４５

人となっています。前回は－０．５５人でしたので、さほど大きな変化はありませんでした。 

続いて、５６ページをお願いいたします。 

介護支援専門員、いわゆるケアマネジャーについてですが、同じく「現状と理想とする従業員数

の平均の差」の（C）の欄をご覧いただきますと、－０．３９人となっております。前回は、－０．

２５人であり、少し差が広がっております。 

続いて、５８ページをご覧ください。 

現実と理想の従業員数に差がある理由についてお聞きしました。「募集しているが、そもそも応募

がない、または少ないから」という回答が一番多く、７２．８％でした。前回の調査では７８．７％

であり、少し下がりましたが、求人に対して応募がないという状況が続いていることがわかります。 

二番目に多かった回答は、「他産業に比べて労働条件が良くないから」で３４．０％ですが、前回

は３０．５％でしたので、他産業と比べて人材の確保が困難な状況も続いていることがうかがえま

す。 

資料１－１の最後の説明になります。６１ページをご覧ください。 

「事業所の今後３年間の経営方針を教えてください」という質問です。 

一番多いのが、「現在の介護保険事業を同規模で継続する」という回答でした。しかし、先ほどま

でご説明してきましたように、人材の確保についても非常に厳しい状況が続いております。継続す

ると考えている事業所に対するサービス提供を継続できるような支援が、今後のポイントとなって

くると考えられます。 

続きまして、議題の（２）「第１０期計画策定に係る調査に対する意見と反映状況について」の説

明に移らせていただきます。 

資料２をご覧ください。 

こちらは、昨年３月の当分科会で、実態調査について委員の皆様からいただいたご意見をどのよ

うに反映させたかを表形式にまとめたものとなります。 

まず、資料の一番左にありますNo.１、ケアラー調査についてですが、島田委員から、「家族介護

をしている方の中にも、自分がケアラーであるという意識がない方や、介護保険制度を知らないた

めに、介護サービスを利用できていない方もいると思う。アンケート調査を通して、ケアラーの意

識改革や介護保険制度の普及啓発につながるような設問を取り入れてほしい。」というご意見をいた

だいております。 

また、その下No.２ですが、谷村委員から、「アンケートの冒頭に「ケアラー」の定義を入れるのが

よいのではないか。「ケアラー」と聞くと、貧困や若い人をイメージしてしまい、自分の親を介護し

ている方が、自分がケアラーであるとの意識が薄まってしまう懸念がある。」というご意見をいただ

いております。 

これらのご意見を踏まえ、調査では、「ケアラーという言葉を知っていますか」といった設問から

始め、ケアラーの定義についても注釈で入れるようにしました。実際にお答えいただく中で、ケア

ラーとは何かを意識していただけるような構成としました。本日の配布資料１－２は、今回実施し
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ましたすべての調査の設問を、２アップ形式で掲載しております。 

資料１－２の１０ページをご覧いただけますでしょうか。 

ページ右側の「問１」のところをご覧いただきますと、ただいまご説明した内容が載っておりま

す。※のところが注釈となっております。 

それでは資料２のほうに戻っていただきまして、次に、資料左のNo.３、在宅介護実態調査につい

てです。合江委員から、家族の状況に関して、「独居」、「老々介護」、「認認介護」などの調査もして

ほしい。その下のNo.４、「介護者の勤務状況について、仕事を辞めないためにどうしたかという設

問も入れてほしい。」というご意見をいただいております。 

まず、家族の状況ですが、在宅介護実態調査では、世帯類型や主な介護者の年代を聞く項目があ

り、独居の方の割合、介護者の年齢の傾向を把握しております。資料１－１の３９ページ、４０ペ

ージにこれらの状況を掲載しております。なお、独居高齢者の増加は顕著であり、６年前の調査時

と比較すると１０ポイント以上増えております。介護者の年齢についても、６０代以上の方が６割

近くを占める状況が続いております。 

また、介護と仕事の両立については、ケアラー調査の中で、両立できている理由を聞く質問があ

り、両立に向けてどのようなニーズがあるか把握しました。資料１－１の３７ページをご覧いただ

けますでしょうか。こちらの質問で一番多かった回答は、「各種サービスの利用」、二番目が「勤務

時間の短縮」でした。サービスの利用にいかにつなげていくかが、両立に向けて重要なポイントだ

と考えています。 

それでは、再び資料２のほうに戻ります。資料を何度も行き来して申し訳ございません。 

続きまして、資料のNo.５、三田寺会長より、昨年度は委員のお立場から、「回答者の負担や、倫理

的な配慮を踏まえて調査を実施してほしい」とのご意見といただいております。 

まず、調査方法ですが、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査とケアラー調査につきまして、回答

方法の見直しを行いました。前回までは、郵送のみとしていましたが、今回からインターネット回

答も併用し、スマートフォンやパソコンからも回答していただけるようにしました。資料１－２の

１ページ左側と１０ページ左側に、インターネットによる回答と二次元コードを掲載しております

ので、後ほどご確認いただければと存じます。 

ニーズ調査では回答者の約１０％の方が、ケアラー調査では約１３％の方がインターネットから

ご回答いただきました。 

また、倫理的な配慮としましては、個人情報の保護及び本調査で得られた情報の活用目的を調査

票に明記するとともに、調査用紙は無記名で記載していただきました。 

最後に、資料のNo.６、田畑委員から、前回の調査では各調査の回答率にばらつきがあるため、調

査方法を工夫し、回収率向上に努めてほしいとのご意見をいただいております。 

こちらにつきましては、先ほど申し上げましたとおり、ニーズ調査及びケアラー調査の調査方法

を見直しましたが、ニーズ調査・ケアラー調査ともに回答率は前回と同程度であり、回収率の向上

にはつながりませんでした。 

また、介護保険事業所向けアンケート調査については、回答期限前にリマインドメールを送信し

ましたが、前回と比較すると、回収率は約１０ポイント下がり、第８期と同程度の回収率となりま

した。介護保険事業所向けアンケートは、管理者などの特定の役職の方に対する依頼ということで

はなく、「事業所」に対し調査の依頼を行っておりますので、日々、多数送信される事業所のメール
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の中に埋もれてしまったことが考えられます。 

次回の調査に際しましては、この点の見直しなども含め、回収率の向上策について検討して参り

たいと考えております。 

説明は以上でございます。 

 

 【三田寺会長】 

ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等ございましたら、ご発言をお願いいたします。 

   

 【福田委員】 

資料２で「介護保険制度の普及啓発に繋がるような設問を取り入れてほしい」という意見が記

載されていたが、それにつながるような活動はどのようなことをされているのでしょうか。 

 

【和田高齢福祉課長】 

   普及啓発としてどのような取り組みを行っているかということご質問ですが、設問の中に注釈

として「ケアラー」や「ヤングケアラー」の説明を入れさせていただいたことが今回の調査の工

夫点の１つでございます。 

それをお読みいただいた方にそれぞれがどのようなものなのか認識していただけることを狙い

として書かせていただきました。 

 

 【福田委員】 

老人保健施設にご入居される際、そのご家族様が関わることが多いですが、介護保険制度を理

解されていないことが多いと思っています。 

   ご家族は千葉市の方に相談した後、あんしんケアセンターをご案内しているかと思いますが、

病院の中に、あんしんケアセンターのような相談できる場所が増えると良いのではないでしょう

か。 

   隣に老人保健施設や居宅介護支援事業所がある病院で話を聞いた際、病院では介護保険の説明

はしておらず、病院と介護保険施設や居宅介護支援事業所は連携が取れていないという話を聞き

ました。 

   このことについて、千葉市として何か動けることはないでしょうか。 

 

【和田高齢福祉課長】 

   介護保険だけでなく、様々な支援制度全般に言えることですが、市民の方にお知らせしてこそ、

利用という選択が生まれるかと思っております。周知啓発は、大変重要なことであると認識はし

ております。 

   今回のような実態調査の結果なども踏まえて、周知が足りていないということが、庁内で共有

できることになるのかなとも考えております。引き続き、どのような形で、どのようなタイミン

グ、場所で周知を行っていけばいいかということも含めて、今後も検討研究して参りたいと考え

ております。 
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 【島田委員】 

このアンケートを、６５歳以上の方または要支援１・２という軽度の方へのアンケートだった

ので、これで十分かなっていうところは思います。 

例えば、介護保険制度や、いま元気な方に向けてのいろんな制度の案内をつけていただけたら、

安心して色々な今後のことが見通せるのかなと思います。 

この次はこのアンケートの後に、千葉市からのお知らせという形で、パンフレット等で制度や

相談窓口、施設があることの案内をつけていただけるとより良いのではないかなと思います。 

 

【和田高齢福祉課長】 

千葉市では「高齢者保健福祉のあらまし」という各種サービス内容などを掲載した冊子を年１

回発行し、公共施設等を通して配布をしているところではあります。 

その他の所管課でもそれぞれの介護保険にフォーカスした啓発資料やあんしんケアセンターの

資料、ホームページなど、それぞれのタイミングで作成しております。 

それを今回のようなアンケート調査のタイミングに寄せるといったことは、今後できるのかど

うか、各課に意識として持っていただき、研究していきいと考えております。ご意見どうもあり

がとうございました。 

 

 【谷村委員】 

  まず、アンケートの方にケアラー調査の項目の取り入れをしていただきありがとうございます。 

アンケートの書き出しの部分で、「この推進計画の冊子をつくるためにアンケートをとります」

という書き方をしているとかと思いますが、この推進計画を作る目的としては、介護保険事業の

質の向上、問題点、課題点を見出すことだと思います。 

このような目的の上でアンケートを取った結果から計画ができ、それが市民の皆さんに還元さ

れるという書き方をすると、もう少し回収率がよくなるのではなないかと思います。 

事業者アンケートについては、事業者にもっと多くお答えいただきたいという思いがあります。

事業者が一番、問題点が見えていると思うので、業務が多い中でも回答できるようなアンケート

の工夫をしていただけると良いのかなと思いました。 

例えば、あんしんケアセンターの事業の中で、勉強会とかそういったものがあると思います。

その中で、少し時間を取ってグループワーク的に実施するような仕組みをつくるとか、事業者が

多忙な中でも回答できるアンケートを工夫してやっていただく形がつくれたら良いのかなと思い

ました。 

 

【和田高齢福祉課長】 

 ご意見、ありがとうございます。回収率がなかなか振るわなかったことについてですが、私ど

もとしても、アンケートをやるからには回収率を上げたいという目標は持っていたのですが、な

かなか思うように上がらなかったところは、反省材料の１つと認識をしております。 

ご提案いただいたようにアンケートの依頼文１つ取ってみても工夫できる余地はあるかと感じ

ておりますので、どのような工夫ができるのか、また改めて検討を続けて参りたいと考えており

ます。 
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事業者様へのアンケートの部分ですけれども、宛名を管理者様などの特定の役職の方にして見

てもらうということも、１つの改善という意味も含めて、説明の中に入れさせていただきました

が、その他にも、まだいろいろ改善点があるかと思います。 

それぞれの事業所を所管している所管課とも意見を交わしながら、事業者の方にもっと振り向

いてもらえるのか、回答してもらえるのかというようなところを、考えていきたいというふうに

も思っております。 

勉強会などについては、この場ですぐに検討できるかどうかを申し上げることが難しいのです

が、まずは、所管課同士で、どのような策を講じることができるのか、検討して参りたいと考え

ております。ご意見ありがとうございました。 

 

 【和田委員】 

   かかりつけ医制度の報告の中では、医師も介護保険に精通するようにという記載があるため、

今後一般の開業医の中でも介護保険に関してはもう少し認識が高まっていくと思います。 

   病院の分類も類型が変わるようで、急性期の病院だと入院期間が決まっているので、ソーシャ

ルワーカーがいても介護保険の話にまでにはなりません。慢性期とか地域包括のところでやって

いただきたいと思います。 

私たちもいろんな冊子を作っています。例えば認知症のケアパスですと、時期に応じて利用で

きる支援が書いてあります。そういったものをもう少し普及していただけるといいのかなと思い

ます。 

実際に冊子を取りに行くと最近経費の削減か、置いてないことがあります。出してと言わない

ともらえないことがあり、たっぷり置いていだけるとありがたいなと思います。 

 

 【三田寺会長】 

他にご質問、ご意見等ございましたら、ご発言をお願いいたします。 

 

  【矢島委員】 

   稲毛区小中台の自治会で持ち回りの理事を務めています。そこで千葉市の緊急通報システムが

あまり周知されていないとう話がありました。 

   昨年末、他市で年齢が６０代か７０代の方から、マンションの中で孤独死しているのではない

かという連絡をいただきました。 

   そのような方が一人暮らしだと親族がわからないと部屋の中に入れません。異臭がしないと警

察を呼んでも玄関を開けてもらえません。結局、住所を確認するためには後見人のような人が必

要になりますが、それが難しい場合は弁護士に依頼する必要があるような状況になるかと思いま

す。 

   今回は最終的にマンションの理事の知り合いの市町村の方に依頼した結果、親族の住所がわか

り、その方に連絡を取り、玄関を開けてみたら案の定、腐乱死体があったという話がありました。 

   一軒家でいわゆる独居の方は意外と多いです。なので、高齢者の緊急通報装置や終活のための

様々な市の独自の事業の情報など、何らかの形で情報発信していただければということが私の個

人的なお願いです。 
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【和田高齢福祉課長】 

   緊急通報システムの事業を所管しております。 

   緊急通報システムの事業は６５歳以上の独居高齢者の方には緊急通報装置やドア火災センサー

などの機器を設置して、異変があったときに、ボタンを押していただくと委託契約をしている警

備会社のガードマンが駆けつけてくれるというようなもの、また、センサーも一定期間の反応が

なかった場合は、同様にガードマンが駆けつけるという内容のものです。 

   緊急通報システムについては、これまで市政だより等で広くご案内してきませんでした。それ

と申しますのも、真に必要な方に届けて、使っていただきたいことから、あんしんケアセンター

からのご案内ですとか、民生委員からのご案内ですとか、或いは賃貸住宅であれば、大家さんか

らのご案内ですとか、そのようなところを中心に、周知を行ってきました。 

その一方で、たくさんの方に利用していただきたいという思いは、所管課としても当然ござい

ますので、周知の方法についても、ご意見をいただきましたので、見直し、検討をさせていただ

きたいと考えております。ご意見ありがとうございました。 

 

【三田寺会長】 

３９ページの在宅介護実態調査の結果で、世帯類型についての回答結果が載っています。これ

を見ますと、昨年と比べて単身世帯の割合が、３．６ポイント上昇しています。 

これまでは家族介護を前提として行われてきていると思いますが、未婚率の上昇が今後、予想

される中で、長期的な戦略として、単身世帯を前提とした介護サービスの提供体制をどのように

構築していくのかというのを中長期的に考えていく必要があるかなと思っています。 

千葉市の将来構想の中で、単身世帯に対するサービス提供体制の見直しを今検討しているのか

どうかについて、可能な範囲で結構ですので、お答えいただければと思います。 

 

【髙石部長】 

単身者がこれから増加するということが予想される中では、先ほどからお話が出た緊急通報装

置といった、機器の活用というのは当然あるかと思います。 

こちらについても、広く普及していく必要があると思いますが、やはりそこには限界があると

も思っております。市としては、なるべくその地域で繋がるような仕組みづくりをしていくとい

うことが必要なのではないかと思っております。 

一朝一夕でできるようなことではないとないかと思いますけれども、そういった面について、

地域の活動で繋がる、或いは社会参加の中で他の方と繋がるということがあれば、何か異変を感

じたときでも、情報というのが伝わるかと思います。時間かかるかと思いますけれども、強化し

ていく必要があると考えております。 

   

【三田寺会長】 

緊急時の対応だけではなく、在宅サービス、施設サービスともに、そういった視点で検討いた

だけるとありがたいかなと思います。他にございませんでしょうか。 

特になければ議題１、議題２については以上とさせていただきます。続きまして、議題３「第
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１０期計画策定について」、事務局から説明をお願いいたします。 

 

（３）第１０期計画策定について 

【和田高齢福祉課長】 

議題（３）につきまして、説明させていただきます。資料３をお願いいたします。 

「千葉市高齢者保健福祉推進計画（第１０期介護保険事業計画）の策定」についてと題した資

料となります。 

まず、１のところですが、この計画は、老人福祉計画と介護保険事業計画、認知症施策推進計

画を一体のものとして策定し、３年を１期とする計画となっております。 

計画の内容は、老人福祉法、介護保険法及び認知症基本法それぞれの法律に基づいた内容とな

っております。令和８年度は策定の年となっており、令和９年度から３年間が次期計画期間とな

ります。令和７年度は、来年度の策定に先立ちまして、調査を実施いたしました。 

続きまして、２の「高齢者保健福祉推進計画（第１０期介護保険事業計画）の策定体制図」でご

ざいますが、こちらは、千葉市長から千葉市社会福祉審議会に諮問し、それに答申していただく

という形をとります。 

社会福祉審議会の中の当分科会が、調査審議の依頼を受けて調査審議を行い、千葉市社会福祉

審議会に報告するという流れとなります。裏面をご覧ください。策定までのスケジュールをまと

めております。 

まず、本年７月下旬に第１回目の分科会を開催いたしまして、第９期計画の取組み状況、自己

評価の結果等について報告をさせていただいた上で、次期計画の基本方針（骨子）をお示しする

予定となっております。 

続きまして、１０月中旬から下旬にかけて、第２回目の分科会を開催いたします。介護保険料

算定の考え方についてお示しするとともに、次期計画の素案についてお示しする予定です。 

１２月中旬から下旬には、第３回目の分科会を開催し、次期計画の原案と介護保険料の設定に

ついてご審議いただく予定です。 

続いて、令和９年１月から２月ですが、パブリックコメント手続きを実施し、市民からの意見

等をいただきながら、３月中旬の第４回目の分科会で最終的なご承認をいただく流れを考えてお

ります。 

説明は以上でございます。 

 

【三田寺会長】 

ただいまの説明につきまして、ご質問、ご意見等ございましたらご発言をお願いいたします。 

 

 【福田委員】 

前回の分科会で、令和８年度の計画策定において、特養の定員の増員や増設などで何百床増や

すという話をしましたが、施設を作り、入所者を増やすとなると人員が必要になると思います。

それだけ人員が必要なのにアンケートでも人が足りないという回答があります。 

特別養護老人ホームが足りないという話がありましたが、施設整備に関する意見は今のうちに

伝えておいた方がよろしいのでしょうか。 
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【渡邊介護保険事業課長】 

令和９年からの計画を来年度策定する中で、令和９年度以降の特別養護老人ホームの整備の必

要数などを検討していくということになります。 

今の見込みとしては、待機者が一定数いる状況があります。 

ただ一方で人材不足ということもあるので、その両面を睨みながらどの程度の数にするかとい

うことを、来年度の計画策定の中で検討して決めていくということになろうかと思います。 

  

【福田委員】 

  令和９年度以降、千葉市で新たな施設が必要となった場合、千葉市内の法人が施設を建てる、

増員することは認めるが、千葉市以外の法人の場合は認めないという縛りは可能でしょうか。 

 

【渡邊介護保険事業課長】 

 現状の募集の仕方として市内の社会福祉法人に限る形での募集は行っていません。 

そういった形で募集することが不可能かというと必ずしもそうではありませんが、限定した場

合に、実際に応募があるかということだと思います。 

現在、実際に募集をした際に、県外から応募がある一方で市内から応募がない事態も実際にあ

ります。必要なベッド数を確保する観点から市内に限定するというのはなかなか難しいのではな

いかと思っております。 

 

【福田委員】 

   これまでの３年でも、施設を建てられそうではあったけれど、結局建てられなかったという事

例が前回の会でお話を聞いたと思います。 

結局、施設が建てられなくてよかったのではないかという思いがあります。施設が建つと働く

人が取られてしまい、人の取り合いのような形になるのが怖いなと思いました。 

なので、他県の法人が施設を建てることを認めることに、私は疑問に思ってしまいます。 

このことを考えていただくのは、千葉市の方たちなので、うまいバランスをとってもらえると

嬉しいと思います。 

 

【三田寺会長】 

他にございませんでしょうか。特になければ、議題３については以上といたします。 

最後の議題を、介護人材確保の取り組みについて、事務局から説明をお願いいたします。 

 

（４）介護人材確保の取組みについて 

 

【上原介護保険管理課長】 

資料４「介護人材確保の取組について」 報告をいたします。 

「１ 介護人材の現状（１）介護職員不足の見込み」について、昨年１２月に実施しました介護

保険事業者向けアンケート調査によりますと、市内の介護サービス事業者のうち、約７割が理想
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とする従業員数よりも少ない人数で事業を行っていると回答しています。 

本市では、令和８年度に１，７００人、団塊のジュニア世代が６５歳以上となる令和２２年度

には４，２００人の職員が不足すると推計しております。 

「（２）有効求人倍率」について、介護分野は、全産業に比べて高い状態が続いております。 

令和６年度の「介護労働実態調査」によりますと、介護職員は、仕事の内容のわりに賃金が低

い、身体的負担が大きい、精神的にきついなどの悩みを抱えており、これらのイメージが職業選

択の際に求職者から敬遠される理由のひとつとなっていると考えられます。 

有効求人倍率の推移は、表のとおりです。 

 

続いて「（３）採用率・離職率」について、全国の介護分野の状況ですが、採用率、離職率とも

に、全産業より低くなっています。 

また、千葉県の状況は、採用率は全産業より低くなっていますが、離職率は高い状況となって

います。 

離職の理由ですが、介護労働実態調査によると、「職場の人間関係」、次いで、「他に良い仕事・

職場があった」、「勤務先の事業理念や運営の在り方に不満があった」などが挙げられています。 

「（４）給与」について、これまで、国の処遇改善加算の実施等により、給与面の改善は進んで

きています。直近の動きでは、国の令和７年度補正予算により、最大で月１万９千円の賃上げの

補助が行われています。また、８年度は介護報酬改定の時期を前倒し、期中改定が行われること

となっています。 

「（５）本市の人材対策の方向性」について、給与面での改善は進んでいるものの、人材不足は

依然として解消されておりません。 

本市では、誰もが働きやすい介護現場を目指して、第９期介護保険事業計画において、「千葉市

介護人材対策総合パッケージ」として、介護事業所の魅力向上支援、介護職員への支援、多様な

人材の確保の３つを柱として、多面的に人材対策事業に取り組んできたところです。 

来年度は、第１０期介護事業計画の策定に向けて、これまでの取組の成果や課題を踏まえて、

より効果的な人材対策について、検討を進めて参ります。 

 

「２ 本市の人材対策の実績と来年度の予定」の（１）魅力ある介護事業所の育成支援の①介護

現場の生産性向上と労働環境改善支援です。 

令和７年度から実施の新規事業として事業所の管理者を対象に、ＤＸ研修、メンタルヘルス研

修、カスタマーハラスメント研修を実施しました。実施の状況は、表のとおりです。 

各研修ともオンライン形式で実施しており、研修当日に参加できなかった方には、オンデマン

ドでの受講を可能としたことから、受講者数が増えたものと考察されます。８年度予算は、２１

３万円で、今年度と同規模の研修を予定しています。 

次に「②処遇改善加算等取得支援」ですが、事業所に社会保険労務士をアドバイザーとして派

遣し、処遇改善加算の取得を支援するもので、令和７年度に、アドバイザーを派遣したのは、２

事業所です。 

対象となる事業所（９９０件）のうち、すでに９８．２％が加算を取得済みであることが、派遣

希望が少なかった理由だと考えられます。 
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８年度予算は８４万円で、１９事業所へのアドバイザー派遣を予定しております。 

今後（Ｒ８．６以降に）、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅介護支援等に加算が新設さ

れるため、派遣希望が増えるものと予想しています。 

次に「③主任介護支援専門員研修受講者支援事業」ですが、新たに主任介護支援専門員資格を

取得した方に、研修受講費用の一部（２万５，０００円でございますが）これを助成するもので

ございます。 

令和７年度の助成人数は、７人となっており、８年度予算は、５１万円で助成人数は２０人を

予定しております。 

なお、今年度研修を受講した方は、来年度も申請が可能となっていますので、より多くの方が

助成を受けていただけるよう、引き続き周知を行ってまいります。 

次に「（２）介護職員・事業所への支援」の「①介護職員研修受講者支援事業」ですが、こちら

は「介護職員初任者研修」又は「介護福祉士実務者研修」を修了した方に、研修費用の助成を行い

ます。 

令和７年度は２２０人の方に助成を行っています。内訳は、初任者研修７５人、実務者研修１

５５人となっております。８年度予算は２，５００万円で、助成人数は１８５人を予定しており

ます。 

なお、この人数は申請者全員に上限額を助成した場合の人数で、実際は１８５人を超える人数

に助成が行える想定です。 

「②介護テクノロジーフェア」「③大規模修繕時介護ロボット・ＩＣＴ導入支援」「④中堅職員

向けキャリアアップ研修」の３事業ですが、来年度も実施予定です。実績等につきましては、資

料に記載のとおりでございます。 

次に「（３）多様な人材確保」について、「①介護の魅力向上パンフレット配布」「②介護人材合

同就職説明会」「③介護に関する入門的研修の実績等」については、資料に記載のとおりでござい

ます。また、来年度も今年度と同様に実施を予定しております。 

「④外国人介護職員向けの日本語教室」については、食事、排泄、歩行、入浴などの介護の各場

面で想定される会話について、ロールプレイによる発声の練習や、言葉の意味の解説、報告の練

習などを学習するものです。 

昨年度実施した際のアンケートで、オンライン化を希望する声があったため、一部にオンライ

ン講義を取り入れ、受講しやすくしております。実績等につきましては、資料に記載のとおりで

ございます。８年度予算は１３３万円で、今年度と同等の規模で実施を予定しています。 

 資料の７ページは、参考資料になります。国と千葉県の主な人材確保対策の一覧を添付して

ございます。 

介護人材確保の取組みについての報告は、以上でございます。 

 

【三田寺会長】 

ただいまの説明につきまして、ご意見ご質問等ございましたら、ご発言をお願いいたします。 

 

 【岡田委員】 

   処遇改善の加算の実施で、給与面での改善は進んでいるということが書かれていましたが、確
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かに給料の面に反映されているということは、どのように確認しているのでしょうか。 

 

【上原介護保険管理課長】 

   申し訳ございません。実際に事業所に確認したというわけではございません。報道や国の資料

等で把握したところでございます。 

 

【島田委員】 

処遇改善加算については厚生労働省から、通所介護、訪問介護、施設系で、それぞれ何％あげ

てくださいという数字が出されています。施設系は人材が不足しているということもあり、加算

金額がたくさん出ています。 

在宅に関しては非常に厳しい処遇改善加算ということで、稼働率が９０％とか、それ以上でな

いと１９，０００円近くの数字というのは非常に難しくなっています。 

先ほどのご質問の中で、職員に支払われているのかどうかというご質問がありましたが、処遇

改善の計画書と、実際に支払いを行った結果報告書を提出しなければいけないことになっており、

全体の何％処遇改善で払いましたという結果報告が必要になっています。 

そのため、介護事業所については、それはきちっと守っていると思います。そうでないと、職

員が他事業所に移ってしまい、自分の事業所の人材を確保するのが非常に難しいという状況とな

ります。 

私の会社でも令和７年度の結果報告を来月４月中に出さなければならないため、事務長たちが

必死でやっています。なので、そのあたりは安心していただければと思います。 

施設にとってはよい処遇改善となりましたが、在宅サービスについて厳しい内容となっていま

す。 

前回の改正で、訪問介護の事業を閉めるところが増えました。それが報道でも取り上げられた

ことにより、今回、訪問介護の加算が上がり、私の会社でもパートさんでも平均３％、５％上が

るということで給料アップすることができるようになりました。参考までお話しさせていただき

ました。 

 

【原田委員】 

   ただいまのご質問に関連してお話させていただきたいのですけども。 

２０２４年の段階で、全産業平均の賃金は３８.６万円です。これに対して、介護職員の平均が

３０.３万円。  

介護職員の賃金は改定の段階で、１．４万円、１．９万円と確かに上がってはいるのですが、全

産業では毎年ベースアップが行われて、ほぼここ２、３年は上場企業だと、ほとんど満額回答と

いうような形で、格差は逆に広がっているような状況です。 

 

【福田委員】 

主任ケアマネの支援事業という話があったと思います。職員と話していると募集期間がとても

短いという話がありました。その期間が短いというのは、応募が少ないから期間が短いのか、応

募が多いからで狭めているので短いのか、そのあたりの状況はお分かりなりますか。 
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【上原介護保険管理課長】 

   研修に関してのことでしょうか。 

 

【福田委員】 

主任ケアマネの資格を取る時のことのようです。 

 

 【島田委員】 

   もうそろそろ募集が始まるかと思います。募集期間は４月から６月までなので、短いというこ

とはないと思います。一昨年は７月まで募集がありましたが、去年は６月までだったので、申し

込みそびれました。 

   ケアマネ協会のホームページの案内が毎月１８日に更新されるので、管理者が毎月１８日にチ

ェックをしています。主任ケアマネだけでなく、基礎研、専門一、専門二もあり、もう見るしかな

いです。 

  

【福田委員】 

   募集が多いのであれば、多く開催すればではないかと思いましたがそうではないのですかね。 

  

 【和田委員】 

   資格を取得するには研修を受ける必要がありますが、その研修の人数が決まっているというこ

とですね。 

   ケアマネ協会としても実施に費用がかかり、オンラインで実施してもなかなか数が追いつかな

い状況です。要綱を変えると言っていますが、正式に出されていません。 

 

 【島田委員】 

   去年は６月に案内されたので、４月になったら確実にホームページを見ておいた方がいいです。 

 

【和田委員】 

   ホームページを見るには基本的にはケアマネ協会の会員になれば、向こうからお知らせが来ま

す。 

  

【福田委員】 

   ただ、タイミングがずれていただけなのでしょうか。 

 

 【島田委員】 

   期間はある程度あります。 

 

【福田委員】 

   わかりました。ありがとうございます。 
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【武村委員】 

   人材不足のためかなり外国人に頼っているところが、現実問題として大きくなっているという、

ところです。 

これだけの大きな予算の中で、この外国人向けの施策が少し物足りないと思ったりします。次

の第１０期の計画の中で、この人材の確保の部分で、外国人に関する助成というかサポートを今

後、拡大していく考えはおありになるのでしょうか。 

 

【上原介護保険管理課長】 

   １２月に行いました実態調査でも、回答のあった事業者だけでも外国人は９４０人ということ

で、３年前の調査に比べると倍近くに増えており、外国人の方々が増えているという認識は、我々

も持っています。 

この計画中は新規事業の追加はありませんが、９期計画でやってきた事業の評価をして、また

１０期の計画の策定に向けて、効果的な事業ができないかを検討していきたいと思おりますので、

またご意見いただければと思います。 

 

【武村委員】 

   はい、ありがとうございます。 

ぜひ１０期の計画には大幅に拡充していただければと思いますので、令和８年度は策定の年と

いうことですので、ご検討をお願いしたいと思います。 

 

【三田寺会長】 

他にございませんでしょうか。特になければ、議題４については以上とさせていただきます。 

これで本日予定されております議題はすべて終了となります。円滑な議事進行にご協力いただ

きまして、ありがとうございました。 

なお、本日の議事録につきましては、各委員の皆様にご確認いただいた後、取りまとめをさせ

ていただきます。 

以上で、令和７年度第２回高齢者福祉介護保険専門部会を閉会いたします。この後は事務局に

お返しいたします。 

 

 

【小室補佐】 

  三田寺会長ありがとうございました。 

以上をもちまして、令和７年度第２回千葉市社会福祉審議会高齢者福祉介護保険専門部会を終了

させていただきます。  

次回の開催につきましては、令和８年７月下旬を予定しております。 

委員の皆様、本日は長時間にわたりご審議いただきまして、ありがとうございました。 


